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【研究背景】 

近年、中国民衆の期待を載せ、2010 年に今

の広州 FC が恒大集団に購買されたことをはじ

め、大資本は中国サッカー産業に入場し、リー

グの競技力向上を目的にして中国サッカー産

業への投資が大きくなってくる。 

だが、近年中国サッカーにおけるクラブチー

ムの発展が順調だとはいえない。今年、政策に

よるクラブチーム改名の前、去年中国スーパー

リーグの一位を取った江蘇蘇寧チームは親会

社資金問題のため、クラブチームが運営停止

の状態になった。このような実例が多く、2020

に 16 クラブチームは解散したことによって、大

変な事態になった。 

したがって、中国サッカーにおけるクラブチー

ムが継続するため、どのようにクラブチームを

経営していくかという検討が必要である。そして、

企業スポーツから地域密着型スポーツクラブへ

脱皮をしたＪリーグは中国サッカーにとって、発

展が参照できるものである。 

さらに、中国のプロサッカーリーグまたはクラ

ブチームの発展は日本の J リーグまたはクラブ

チームとよく比較される。しかし全般に見ると、

基本的に発展水準の違いまたは青少年学校

サッカーの発展に注目し、クラブチームのステ

ークホルダーに関する研究はほぼ検討されて

いない。 

【先行研究】 

経営理念は、組織体として公表している、成

文化された価値観や信念（高尾・王，2011）と定

義され、会社の使命や存在意義についての経

営理念（狭義）、これを具体化し実行するため

の経営方針、さらに組織成員の行動を支持す

る行動指針の 3 つの階層からなる複合的な

概念である（奥村，1994）。そして、柴田（2016）

は、図 1 のように広義として経営理念をとらえて

いる。組織の経営理念は行動方針が決まるが、

逆に組織今の経営活動から経営理念を見られ

る。それで、クラブチームとステークホルダーの

連携活動により、クラブチームの経営理念を把

握できる。  

 

図 1 経営理念（広義）の構造（柴田，2016） 

武藤（2020）により、プロサッカーチームにお

けるステークホルダーと指摘された。また、プロ

化に成功したクラブは、クラブ設立当初の理念

を具現化するため、また、より多くのサポーター

を獲得するため、得た利益を地域住民が使え

るスポーツ施設の整備やスポーツ活性化のた

めのイベントへと投資していく（石川，2013）。一

方、中国の場合、王・王（202１）または大井

（2016）によれば、中国クラブチームは社会的

正当性や責任を重視しないと指摘するため、中

国クラブチームは社会にかかわるステークホル

ダーを重視しないと考えられる。 

【研究目的】 

日中両国における、クラブチームと各外周的

ステークホルダーの連携現状の比較・分析を

通して、両国クラブチームの連携方式と現時点

の対外的経営理念を明らかにすることを目的と

する。        

【研究方法】 

クラブチームのホームページと公式 SNS で、

日本と中国における既存の各外周的ステーク

ホルダーと日本・中国のクラブチームの連携に



  

ついての先行研究または文献を検索し、日本・

中国のクラブチームと外周的ステークホルダー

連携の現状を総合的に把握し、具体的な連携

状況をまとめる。日本のクラブチームが J1 リー

グの 20 クラブチームを対象と選定された。中国

のクラブチームが中国スーパーリーグの１６ク

ラブチームを対象と選定された。 

そして、両国クラブチームが連携現状による

反映された経営理念を、小川（2017）提出した

プロスポーツチームの１６の対外的下位経営理

念にまとめる。 

【結果と考察】 

表 1 各ステークホルダーとの連携方式の特徴 

   
結果として、表１がまとめたように、日本クラ

ブチームと各外周的ステークホルダーの連携

方式の特徴は、方式が多様で、地域社会への

貢献を重視し、スポーツ振興に注目している。

そして、中国クラブチームと各外周的ステーク

ホルダーの連携方式の特徴は、連携方式の多

様性が低く、つまり連携活動が少ない。また、

連携はサッカーの普及を重視し、サッカー市場

の開発とファンの拡大に注目している。 

表 2 から見ると、中国クラブチームは地域発

展を重視していない状態である。各外周的ステ

ークホルダーとの連携により、反映された経営

理念は基本的にスポーツの発展と顧客の満足

に集中している。 

一方、日本クラブチームの方は、地域志向と

顧客志向全部重視していると考察できる。 

 

 

 

表２ 両国クラブチーム対外的な経営理念の比較 

 
【結論】 

本研究では、日中両国最上位リーグのクラ

ブチームと各外周的ステークホルダーの連携

方式を明らかにした。そして、連携により、表現

された両国クラブチームの対外的経営理念を

整理した。それで、結論は以下となる。 

①日本クラブチームは地域発展に貢献する

経営理念を持つ、地域貢献の活動によく参加し、

地元各業界から獲得した支持の程度が深い。 

②日本クラブチームと各外周的ステークホル

ダーとの多様的な連携により、収益源は多様

になる。 

③中国クラブチームは日本より、オンライン

による試合放送と商品販売が便利で、リーグの

市場開発、ファンの拡大という経営理念が反映

されている。新メディアとの連携は、日本クラブ

チームより、緊密である。 

④日本クラブチームはサッカーだけでなく、

各種類のスポーツ項目の普及を重視している。

中国クラブチームはサッカーでけの発展を重視

している。 

さらに、中国のクラブチームの具体的なチー

ムビジョンが書いてないため、今後中国のクラ

ブチームにインタビューの調査をする必要とな

る。 

また、クラブチームにとって、対内的な経営

理念も重要であり、今後クラブチームの対外的

経営理念を明らかにする必要と考えられる。 

 

 

 

 


